
Title 『寓話選』 : ある日本生まれの版 （II） :
ジャン=ピエール・クラリス・ド・フロリアン

Sub Title Fable choisies, illustrées par des artistes japonais （II）: Jean-Pierre Claris de
Florian

Author 高山, 晶(Takayama, Aki)
Publisher 慶應義塾大学日吉紀要刊行委員会

Publication year 2001
Jtitle 慶應義塾大学日吉紀要. フランス語フランス文学 No.33 (2001. 9) ,p.49- 75 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN10030

184-20010930-0049

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


49

『寓話選 』 あ る日本生まれの版

(II)ジ ャ ソ=ピ エ ー ル ・ク ラ リ ス ・ ド ・ フ ロ リ ア ソ

高 山 晶

 前 回 述 べ た よ うに 、 欧 文 和 装 本 ラ ・フ ォ ンテ ー ヌ 『寓 話 選 』 が1894年(明

治27年)に 東 京 市 京 橋 區 築 地 で 出版 され て い る1。 テ ク ス トは フ ラ ン ス語 で 、

計28の 寓 話 の す べ て に 、5人 の 日本 人 画 家 に よ っ て描 か れ た 挿 絵 が 付 け られ 、

少 な く と も2種 類 の紙 質 の 異 な る版 が 出版 され た2。 そ して 、 翌1895年(明

治28年)の7月 か ら10月 に か け て 、 も うひ とつ の 『寓 話 選 』 が 、 同 じ く東 京

市 京 橋 區 で 印刷 ・発 行 され て い る。 そ れ は どの よ うな書 物 だ った の かP今 回

は 、 ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ 『寓 話 選 』 と同 様 に全2巻 か らな る欧 文 和 装 本 、 フ ロ

リア ソ の 『寓 話 選 』 を と りあ げ て検 討 す る と と も に 、2つ の 日本 生 ま れ の

『寓 話 選 』 の持 っ て い た 意 味 を 考>x、 これ ら の 書 物 を 編 纂 、 上 梓 した フ ラ ソ

ス 人 、 ピエ ー ル ・ノミル ブ トー の足 跡 も少 し拾 っ てみ た い 。

 本 題 に入 る前 に、 フ ロ リア ソ の 『寓 話 集 』、 『寓 話 選 』 の 出版 に つ い て 、 ご

く簡 略 にふ れ て お く。

 ジ ャ ン=ピ エ ー ル ・ク ラ リス ・ド ・フ ロ リア ン3の 『寓 話 集 』 初 版 は1792年

に 出 版 され て い る4。 こ の年 は バ ス テ ィ ー ユ襲 撃 か ら3年 目に な る。12月 に

は ル イ16世 の裁 判 が 開 始 され 、 翌1793年 に は 、 ル イ16世 の 処 刑 、 革 命 史 上 最

も血 な ま ぐさ い衝 突 と云 わ れ る ヴ ァ ソ デ の反 乱 、 そ して恐 怖 政 治 が 始 ま ろ う

と して い た 。 『寓 話 集 』 初 版 に は100の 寓 話 が収 め られ て い るが 、 挿 絵 は巻 の

一 か ら巻 の 五 ま で 各 巻 冒頭 の 寓 話 に の み 付 け られ て い る
。 つ ま り、 大 き な挿

絵 は全 部 で5枚 しか な く5、 しか もそ れ らを 描 い た 画 家 の名 前 は わ か ら な い。

1668年 に 出版 され た ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ 『寓 話 集 』 の 初 版 に は 、 ほ とん どす べ
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て の寓 話 に、 計118の 挿 絵 が 付 け られ て い て 、 画 家F.シ ョヴ ォー の 名 も よ く

知 られ て い る の と は対 照 的 で あ る。 この よ うな 、挿 絵 の 少 な さ と画 家 の 名 も

知 られ て い な い こ と は、 フ ロ リア ン 『寓 話 集 』 初 版 の 出版 され た 年 代 が 、 フ

ラ ンス 革 命 さ な か の 大 激 動 期 で 、 小 さな 寓 話 集 に 付 け られ る挿 絵 に まで 人h

の注 意 が 向 か う余 裕 の な か った 時 代 を物 語 っ て い る の だ ろ う。 例 え ぽ こ こ に 、

初 版 か ら は8、9年 後 に な るの だ が 、AN IX(共 和 暦9年)に 出 版 され た

FABLES DE FLORIAI>が あ る が 、 型 はin-16(14×9cm)の 小 さ な も

の で 、 紙 質 も粗 く、 挿 絵 は 、 初 版 の5枚 の 挿 絵 を 真 似 て縮 小 し、 タ イ トル ・

ペ ー ジ の 向 い合 わ せ(frontispice)1頁 に ま とめ て入 れ た 、 質 素 な 書 物 で あ

る6。(図 版1)こ の よ うな フ ロ リア ン 『寓 話 選 』 の 出 版 状 況 は 、19世 紀 の

半 ぽ近 くに な っ て ヴ ィク トル ・ア ダ ン やJ.一J.グ ラ ン ヴ ィル の挿 絵 入 りの 、

も っ と大 型 の版7が 出 版 され る頃 まで 続 い て い た よ うで あ る。

 フ ラ ン ス文 学 史 上 「寓 話 集 」 「寓 話 選 」 と云>x..ぽ、 フ ロ リア ンは 、 ラ ・フ ォ

ン テ ー ヌ に次 ぐ もの で は な い か と推 測 は で き る。 で は そ の 出 版 され た頻 度 は

どの 程 度 の も の だ っ た の かP フ ラ ソ ス 国 立 図 書 館(BnF)の 目録 を “flo-

rian” “fables” で検 索 す る と、266の 書 誌(notices)が 選 択 肢 と し て 提 示 さ

れ る の に 対 し て 、 “1a fontaine” “fables” で は1500件 の 提 示 が あ る。 もち ろ

ん これ は 大 変 ラ フ な 数 字 で あ る し、 初 版 の 出 版 さ れ た 年 が フ ロ リア ソ よ り

ラ・フ ォ ンテ ー ヌの方 が120年 以 上 も前 で あ る こ とを 考 慮 に 入 れ る必 要 が あ る

が 、 これ ら2つ の 「寓 話 集 」 「寓 話 選 」 の 出 版 さ れ た 割 合 を、 お お よそ は つ

かむ こ とが で き るの で は な い か8。 こ の よ うに、 知 名 度 、 人 気 とい う点 で は

ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ に大 差 を つ け られ て い るが 、 サ ン トニブ ー ヴが そ の 才 能 を 、

「非 常 に 高 尚 で も、 非 常 に力 強 く も な い。 非 常 に広 が りが あ る わ け で も な い 。

しか し、 控 え 目で 、 自然 で 、 真 摯 、 そ して 、 陽 気 で 、 軽 快 で 、 豊 か で 、 心 地

よ く、 繊 細 な … 」9と 形 容 した フ ロ リア ン は 、 何 よ り も 『寓 話 集 』 の 作 家 で

あ り、 そ の 寓 話 は 綿 々 と語 り継 が れ て い る作 品 な の だ 。 な ぜ な ら、1990年 代

に入 って も3つ の 新 しい 版 が 出 版 され て 、 「文 学 ×美 術 」 作 品 と し て 甦 っ て

い る か らで あ る10。
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さて この 辺 で 、 日本 で 生 まれ た フ ロ リア ン 『寓 話 選 』 に 入 ろ う。

ま ず 、 この書 物 の タ イ トル ・ペ ー ジ(扉)か ら見 て ゆ く。

FABLES CHOISIES/DE J.一P. CLARIS/DE FLORIAN/ILL US-

TREES PA R DES ARTISTES/JAPONAIS/SOUS LA DIREC-

TION/DE/P. BARBOUTAU/TOKIO/LIBRAIRIE MARPON &

FLAMMARION/E. FLAMMARION SUCCr./26， RUE RACINE， PRﾈS

L'ODﾉON/PARIS

 ラ ・フ ォン テ ー ヌ 『寓 話 選 』 の タ イ トル ・ペ ー ジ と の違 い が い くつ か 見 ら

れ る。 ま ず 題 名 の 表 記 が 、 ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ の と き に はFABLES

CHOISIESで は な くCHOIX DE FABLESと な っ て い た こ と(た だ し、

ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ 『寓 話 選 』 も 表 紙 で はFABLES CHOISIESと な って い

る)。 次 に 、 出 版 の 年 号 が 欠 け て い る こ と。 こ の こ と が 原 因 で 、 奥 付 に は 日

本 語 で 「明 治 廿 八 年 」 と記 さ れ て い る に も か か わ らず 、BnFの 蔵 書 目録 で

は 「日付 な し」(s。d.)の 扱 い に な っ て い る。 そ し て 、 一 番 大 き な違 い は、

ラ ・フ ォ ン テ ー ヌで は、Imprimerie de Tsoukidji-Tokio， S. MAGATA

Directeurと 東 京 の編 集 ・発 行 ・印刷 者 の 名 前 が 入 っ て い る の に 対 して 、 フ ロ

リア ン の ほ うは 、 そ の よ う な 表 記 が な く、 か わ り に パ リ のLIBRAIRIE

MARPON&FLAMMARIONの 名 が 住 所 入 りで刷 られ て い る こ と で あ る。

 と ころ で 、 ラ ・フ ォ ソ テ ー ヌ 『寓 話 選 』 に は少 な く と も2種 類 の 、紙 質 と

サ イ ズ の 異 な る版 が あ っ た が 、 フ ロ リア ン 『寓 話 選 』 の ほ うは 、 少 な くと も

4種 類 の 紙 質 や サ イ ズ の異 な る版 が 印刷 ・発 行 され て い る。 そ れ らの違 い を

観 察 して み る こ とに す る11。

(A)鳥 の 子 紙 版 26×35cm.

(B)奉 書 版   24.5×34cm.

(C)縦 長 の 版  26×20cm.
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(D)BnF所 蔵 版 20.5×15cm.

 (A)と(B)の 違 い は、 紙 質 と縦 横1～2セ ン チ の サ イ ズ の 違 い に 加 え

て、(表 紙 画 そ の も の は 同 じで あ るが)表 紙 画 の 縁 取 りの 有 無 に あ る。(A)

に は縁 取 りが あ る が(B)に は な い。 しか し、(A)(B)と も に横 に長 い 版

で 、 目次(寓 話 と挿 絵 の順 番)は 同 じで あ る。(A)(B)グ ル ー プ と(C)

の 間 に は 大 き な違 い が い くつ も見 られ る。 まず サ イズ が 大 き く異 な る。 さ ら

に(A)と(B)は 横 長 な の に 対 し て、(C)は 縦 長 で あ る。(A)(B)は

テ ク ス トも挿 絵 も1頁(つ ま り1枚 の 紙)に 刷 られ て い る が 、(C)で は 挿

絵 が 見 開 き2頁 にわ た っ て刷 られ て い る。 そ し て 、後 で 詳 し くふ れ る が 、 表

紙 画 そ の もの が(A)(B)の グ ル ー プ と(C)で は 異 な っ て い る うえ に 、

(同 じ寓 話 の テ ク ス トと挿 絵 が 選 ば れ て い て、 数 も 同 じだ が)順 番 が 徹 底 的

に 違 っ て い る。 し た が っ て 目次 も違 っ て く る。 つ ま り一 見 した と こ ろ 、(A)

と(B)は 同 じ本 に 見 え るが 、(C)は ま る で違 う本 な の だ 。(D)に 関 して

は 、 残 念 な が ら閲 覧 で き な か っ た の で 、BnFの 書 籍 目録12か ら 想 像 す る 以

外 に手 段 が な い の だ が 、 サ イ ズ か ら、 ち ょっ と大 胆 な 推 測 をす る と(C)の

「縮 緬 加 工 」 の 版 だ ろ うか 。(C)と(D)の サ イ ズ が 、 ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ

『寓 話 選 』 の 平 紙 本 の 版(25×18.5cm.)と 縮 緬 本 の 版(20×15cm.)に ，

お よそ 一 致 す る か ら で あ る。BnF目 録 に よれ ぽ(D)の 紙 質 は 奉 書 と な っ

て い る。

 前 回 、 こ の 時 代 に 日本 で 出 版 され た 「(広義 の)縮 緬 本=日 本 昔 噺 の 横 文

字 再 話 」 とい う思 い込 み が あ る こ と にふ れ た が13、 典 型 的 な 、 長 谷 川 武 次 郎

の 弘 文 社 版 「日本 昔 噺 」 シ リー ズ は、 そ の サ イ ズ が お よ そ15×10cm.で か

な り小 さ い もの が 多 い14。 そ れ に比 べ る と、 ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ と フ ロ リア ン

の 『寓 話 選 』(特 に フ ロ リア ソの(A)(B)の 版)は 大 型 の書 物 で あ る。 な

お 、 ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ と同 様 に(A)(B)(C)版 す べ て が 、表 紙 と挿 絵 は

色 摺 りで 、 テ ク ス トの ペ ー ジ は 、 ヴ ィニ ェ ッ ト(小 さな 挿 絵)を 含 め て 、 墨

摺 りで あ る。
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 次に、表紙画の謎解 きをしてみたい。

 梶田半古の描いたラ ・フォンテーヌ 『寓話選』の表紙には、人間は一人も

登場せず、夥しい数の動物たちが描かれていて、その表紙画が象徴的にこの

書物の特徴を語っていた。では、フロリアソではどうなのかP この問いに

答えるには、4種 類の版を(A)(B)の グループと(C)に 分けて考えな

けれ ぽならない。前述 した よ うに、縁取 り装飾の有無15を 除 くと(A)と

(B)は 同 じ表紙画なのに対 して、(C)に はまるで異なった画が使われてい

るからである。

 (A)版 第1巻 お よ び(B)版 第1巻(図 版2)

 ラ ・フ ォ ンテ ー ヌ と同 じ く表 紙 を 描 い て い る の は半 古 で あ る。 そ こに は 、

子 供 を 含 め て16人 の 人 間 の イ メ ー ジ しか 描 か れ て い な い。 や や 上 方 中 央 の

「衝 立 障 子 」 に《FABLES CHOISIES.DE.FLORIAN》 と書 名 が 書 か れ て い

て 、 「衝 立 」 のす ぐ右 側 に立 って 、 書 名 を 棒 で指 して い る袴 姿 の 人 物 が い る。

この 人 を 除 くと、 あ と はす べ て この 巻 の挿 絵 に登 場 す る人 物 で あ る。 右 まわ

りに照 合 し て み よ う。IV. LE JEUNE HOMME ET LE VIEILLARDの

「若 者 と老 人 」 、VI. LE ROSSIGNOL ET LE PRINCEの 「若 君 と養 育 掛 」、

次 の 女 性 二 人 はII. LA COQUETTE ET L'ABEILLEの 「ク ロ エ とマ ル ト

ン」、後 姿 の黒 羽 織 の 男 はXIV. LES DEUX CHATSの ネ コの 「主 人 」、 そ

の 左 手 の僧 はXII. LE DERVIS 16，LA CORNEILLE ET LE FAUCONの

「(イス ラ ムの 托 鉢)僧 」、 そ の 上 にXI. LE SANGLIER ET LES ROS-

SIGNOLSの 「金 持 と庭 師 」、 続 い て1. L'AVEUGLE ET LE PARALYTI-

QUEの 「目の見 え な い人 と歩 け な い 人 」、 IX. LE GRILLONの 「3人 の 子

供 た ち」、 以 上15人 で あ る。 こ こで 袴 姿 の 人 物 に も ど ろ う。 この 人 だ け は ど

う探 し て も この 巻 の挿 絵 の 中 に は 登 場 して い な い。 この 謎 は 、後 で ふ れ る序

文 の 一 節 に か くされ て い る、 と考>xる こ と もで き る。 つ ま り、 黒 紋 付 に袴 姿

で 、 衝 立 障 子 の 書 名 《FABLES CHOISIES DE FLORIAI>》 を 棒 で指 して い

る の は 、 「寓 話 の作 者 が フ ラ ソ ス人 で は な く、 日本 人 で あ った 」17と 仮 定 し

て 、 半 古 の イ メ ー ジ した 寓 話 の作 者 、 フ ロ リア ン な の か も しれ な い。 が しか
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し、 こ の 人 物 は 、 や は り半 古 の 描 い て い る第2巻VI. CHARLATAN(図

版12)の 厂香 具 師 」 に も似 て い る。 「不 思 議 の 妙 薬 」 を 売 っ て い る香 具 師 は 、

紋 付 は着 て い な い しi袴 の柄 も微 妙 に 異 な る が 、 薬 効 の 図 解 を棒 で 指 し て見

物 人 に 示 し て い る ポ ー ズ は 似 通 っ て い る と ころ が あ る。 フ ロ リア ンPそ れ と

も 香 具 師P...(C)版 第1巻 表 紙 の ユ ーモ ア の セ ソ ス を 見 る と、 半 古 は イ

メー ジを ダ ブ らせ て 謎 か け を し、 楽 し んで い た の か も しれ な い、 と も思 う。

 (A)版 第2巻 および(B)版 第2巻(図 版3)

 画家は久保田桃水に替わるが、人物しか描かれていないことは第1巻 と同

じである。中央に一人の人物が硯を右に置いて、筆を手に座 り、大 きな紙の

上に《FABLES DE FLORIAI>》 と墨で書いたところだ。この人物 はXIII.

LE PHILOSOPHE ET LE CHAT-HUANTの 友信の挿絵(図 版13)に 登

場す る 「哲学者」である。書名を墨書きす る役に起用 された 「哲学者」は、

テクス ト中では、歯に衣を着せぬ物言いのせいで故郷を追われ、(夜 でも目

が見 えるために、他の鳥たちからいじめ られている)「 フクロウ」に自らの

境遇を重ね合わせている人物である。 ところで、 この 『寓話選』に選ばれて

いる寓話には 「陽気で軽快」 とい うサン ト=ブーヴの指摘にもかかわ らず、

「人間不信」「厭世観」のただよっているテクス トが印象に残る。「訳 された」

寓話を読んでいた絵師、桃水は原作者 フロリアンのイメージを 「哲学者」に

見ていたのか もしれない。 この表紙に描 き込まれているのは総計23人 、全員

この巻の挿絵に描かれている人物である18。それにしても桃水はなぜ、友信

の挿絵では小さく、後むきにしか描かれていないIII. LE LAPIN ET LA

SARCELLE(図 版10)の 「領主」(テ クス トでは、主人公である 「ウサギ

とマガモ」の敵役)を 、 目立つ右上に置いたのだろうか。

 (A)(B)版1、2巻 の表紙画に共通 しているのは、「動物づ くし」だっ

たラ ・フォソテーヌ 『寓話選』に対 して、今度は徹底 して 「人物づ くし」だ

とい うことである。1、2巻 の表紙には、合計39人 の人物が描き込 まれてい

る。テクス トに動物が登場 しないわけでもなく、挿絵にも動物が描かれてい

るのに、表紙には動物の影す らない し、背景はほとん ど描 かれていない。
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も っ ぱ ら登 場 人 物 の 集 団 肖 像 画 な の だ 。 これ は 、 成 功 か ど うか は別 と して、

十 分 に そ の 効 果 を 意 識 し た 編 集 方 針 の 転 換 で あ る。 な お(A)(B)1、2

巻 と も、 フ ラ ンス の 出版 社 名 が タ イ トル ・ペ ー ジ と 同様 に 表 紙 に刷 られ て い

る。

 (C)版 第1巻(図 版4)

 表 紙 画 は 半 古 が 描 い て い る。 小 豆 色 に 近 い 茶 系 の 縁 取 り の な か に 、VII.

LE SINGE QUI MONTRE LA LANTERNE MAGIQUEの シ ー ンが 使 わ

れ て い るが 、 この 寓 話 に付 け られ た 挿 絵 と は違 う画 で あ る。 幻 灯 を 映 して 見

せ て い るつ も りの 「サ ル」、 そ れ を見 に きた 観 客 は テ ク ス トに 出 て くる 動 物

(イ ヌ、 ネ コ、 め ん ど り、 七 面 鳥 、 ブ タ)の 他 に も、 ウ サ ギ 、 モ グ ラ、 猪 、

ト ビ(鷹P)、 ハ ト、 ナ イ チ ン ゲ ー ル 、 コ オ ロ ギ 、 蜜 蜂 か ら フ ェ ニ ック ス

(ら し き鳥)ま で 、 第1巻 に登 場 す る動 物 た ち が 丹 念 に描 き込 ん で あ る。 そ

し て 、 「サ ル の 幻 灯 」 の 光 が 、 寓 話 の 筋 書 き で は 何 も 写 っ て い な い は ず の

(「サ ル 」 は立 派 な 口上 は述 べ た が 、 幻 灯 を つ け るの を 忘 れ て い た)ス ク リー

ン上 に《FABLES CHOISIES DE FLORIAI>》 と書 名 を写 し 出 し て い る。 描

い た絵 師 も楽 しん だ よ うな 気 の す る、 見 方 に よ って は皮 肉 た っぷ りの表 紙 な

のだ 。 パ リの 出版 社 名 も左 下 に(A)(B)版 と 同 じ く刷 られ て い る。

 (C)版 第2巻(図 版5)

 表 紙 は 桃 水 画 。 青 灰 色 の縁 取 りの な か に、 一 匹 の サ ル が床 の 間 に立 って 、

書 名 の書 か れ た 掛 け物 を広 げ 、 他 の2匹 が そ れ を 見 せ て い る。 見 物 客 は や は

り動 物 た ち ：ウサ ギ 、 マ ガ モ 、 孔 雀 、 ミ ミズ ク 、 ガチ ョ ウ、 水 鳥 、 ヤ マ ウ ズ

ラ の一 家 、 そ の 他 鳥 類 が 多 く、 計18匹(羽)。 パ リの 出 版 社 名 は1巻 と 同 じ

く入 っ て い る。

 こ の よ うに 、(C)版 第1、2巻 の 表 紙 画 は 、 「人 物 づ く し」 だ っ た(A)

(B)版 とは 異 な り、 な ん と計35匹(羽)の 動 物 や 鳥 、 昆 虫 の 描 か れ て い る

「動 物 づ くし」 な の で あ る。 しか しそ こに は、 ラ ・フ ォ ソ テ ー ヌの 表 紙 画 の

「動 物 づ く し」 と は根 本 的 な 違 い が あ る。 ラ・フ ォ ンテ ー ヌの と き に は 、 山 や
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川 を 背 景 に した 自然 の な か で見 られ る動 物 が 描 か れ て い た19。 と こ ろ が フ ロ

リア ソ(C)版 の表 紙 の 動 物 た ち は、 ま るで 国 芳 の 戯 画 に 出 て くる動 物 た ち

な の だ 。 も っ と も ら しい 様 子 で 、 着 物 を着 て 帯 を締 め 、 羽 織 を は お った り、

紋 付 袴 姿 の も の ま で い る。 そ して 、 背 景 は 日本 家 屋 の 室 内 で あ る。 この よ う

な 、 動 物 た ち の徹 底 した 擬 人 化 と、 床 の 間 、 掛 け軸 、 生 け花 、 襖 とい った 日

本 的 な イ ン テ リア が 描 か れ て い る こ とで 、 と て も 「人 間 く さい 」 イ メ ー ジ に

な っ て い る。 こ こ に、 一 見 正 反 対 に 見 え る、C版 表 紙 の 「動 物 づ く し」 と

(A)(B)版 の 表 紙 の 「人 間 づ くし」 との 共 通 項 が あ っ て 、 そ れ は 「人 間 」

(の イ メ ー ジ)で あ る。 そ して 、 そ の 背 景 は 「日本 の 生 活 情 景 」20。 表 紙 画

に は こ う した 意 図 が凝 縮 され て描 か れ て お り、 この バ ル ブ トー版 フ ロ リア ン

『寓 話 選 』 の特 徴 を 象 徴 的 に表 し て い る よ うで あ る。

 次 に 、 見 返 しを 見 て み る と、 ナ ンバ ー 入 りの 版 は 鳥 の 子 紙 に190部 、 奉 書

に200部 刷 られ て い て、 この 部 数 は ラ・フ ォ ン テ ー ヌの 場 合 よ りも合 計 で40部

多 い。

 EXEMPLAIRES DE LUXE/11 a騁馭ait de cet ouvrage un tirage

de luxe/de cent quatre-vingt-dix exemplaires/num駻ot駸(NO51�

ユ90)sur le/papier japonais Tori-noko 21

 EXEMPLAIRES DE LUXE/11 a騁馭ait de cet ouvrage un tirage

de luxe/de deux cents exemplaires/num駻ot駸(NｰS 1�200)sur le/

papier japonais H�黌h�2

今 度 は 、 奥 付 を 見 る。

明治廿八年七月八日 印刷

明治廿八年七月十一日 發行

著作者  佛國人 馬留武黨 東京市築地居留地五十一番館
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畫工

木版

『寓 話選 』 一 あ る 日本 生 まれ の 版一(II) 57

金光正男 全市麹町區飯田町四丁目廿一番地

山本鎮次郎 全市京橋區西紺屋町廿六七番地 秀英舎h員

株式會社 秀英舎 全市京橋區西紺屋町廿六七番地

狩野友信

梶田半古

製文堂

 この印刷および発行の 日付は、(A)(B)(C)3種 類の版すべてに共通

で第1巻 のもので、第2巻 は、 これも3種 類の版すべて、印刷は 「明治廿八

年十月十三 日」、発行は 「明治廿八年十月十五 日」 となっている。発行者、

印刷者、印刷所 ともラ ・フォγテーヌのときとは異なる。画工に関しては、

ラ ・フォソテーヌ 『寓話選』の 「岡倉秋水、河鍋暁翠、枝貞彦」が抜けて、

フロ リアソ第1巻 には引き続 き 「狩野友信、梶田半古」が協力し、第2巻 で

は、友信 と半古に 「久保田桃水」が加わ って3人 になる。

 次 に 序 文 を読 む 。 第1巻 、 第2巻 と も に序 文 が 付 け られ て い る23。 と くに

第1巻 の 序 文 か ら は、 ラ ・フ ォ ンテ ー ヌの序 文 が 書 か れ た と き とは 状 況 の変

化 の あ っ た こ と を読 み と る こ とが で き る の で 、 こ こに 引 用 して お く。

 L'accueil si favorable qu'a rencontr駭otre publication， la premi鑽e

de ce genre qui ait 騁� faite， des Fables choisies de La Fontaine

illustr馥s瀝a Japonaise par un groupe d'Artistes de Tokio， nous

permet d'esp駻er que les Fables choisies de Florian seront馮alement

appr馗i馥s du Public.

 Nous avons騁饌ssez heureux pour pouvoir faire ex馗uter ce

travail par deux des Artistes qui nous ont pr馗馘emment pr騁駘eur

concours：Messieurs Ka-no Tomo-nobou， un des repr駸entants de

l'馗ole de Ka-no fond馥 par un de ses anc黎res et Kadji-ta Han-ko，

un des coryph�s de l'馗ole r饌liste de Yosa�C ce ma羡re fameux que
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1'Empereur actuel autorisa灣e nommer Ni-hon gwa-shi(日 本 畫 士)

c'est一煦鹽ire le Peintre lettr馘u Japon，(il fut le premier瀲ui sem-

blable honneur ait騁馘馗ern�). Ces artistes dont le talent est tr鑚

appr馗i馘e leurs compatriotes ont bien voulu， avant de se mettre�

1'ceuvre， se p駭騁rer de l'esprit de ces fables， qui ont騁騁raduites en

Japonais pour la circonstance， de sorte que ces illustrations re-

pr駸entent r馥llement des sc鈩es de la vie au Japon aussi bien que si

le fabuliste， au lieu d'騁re Fran軋is， eQt騁飩aponais.

  Nous sommes heureux de rendre au talent de ces Artistes l'hom-

mage qu'il m駻ite et que le Public s'est empress馘e reconna羡re dans

notre premi鑽e publication. Nous esp駻ons que celle-ci， o璉es deux

artistes， aussi bien que les graveurs et imprimeurs， se sont surpass駸，

sera馮alement bien accueillie， et qu'elle contribuera， ne serait-ce que

dans une faible mesure，瀾opulariser， chez nous，1'art si int駻essant

de la peinture et du dessin japonais， dont les grands m駻ites ne sont

connus encore que d'un petit nombre de personnes favoris馥s.

  この序文の要点を以下に記してみ る。

 第1段 落 ：この種のものとしては初めての出版物である、ラ ・フォソテー

ヌ 『寓話選』が好評であったこと。 フロリアン 『寓話選』 も同じく高い評価

を受けることへの期待。

 第2段 落 ：ラ・フォンテーヌとフロリアンの両方に挿絵を描い.ている、狩

野友信、梶田半古がかなり詳 しく紹介されている。その後に、 「その才能が

同国人(日 本人)か ら高 く評価されているこれ らの絵師が、寓話の作者(フ

ロリアソ)が フランス人ではな く日本人であったのと同じくらい巧みに、あ

りのままに 日本の生活情景を挿絵に表現できるように、わ ざわざ日本語に訳

されたこれ らの寓話 の精神を、仕事に取 りかかる前に、深 く理解 して くれ

た」 とある24。

  ここに、「挿絵を付ける日本人画家に、寓話 の意味を理解 して もらうのが
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多かれ少なかれ困難であった」 とい う主旨の記述のあった、 ラ・フォソテー

ヌ 『寓話選』の序文25と の大 きな違いがある。今回は、寓話のテクス トが こ

の出版のために 「日本語に訳されて」いたので、画家は挿絵を描 く前に寓話

の意味を良 く理解していた、わけである。 とい うことは、フロリアン 『寓話

選』の寓話の選定は事前になされていた ことになり、 ラ ・フォンテーヌ序文

の、河鍋暁翠が 「カラスとキッネ」の挿絵を描 くことを 「選んだ」 とい う記

述 とは出版状況が変化 していた、 と考 えることがで きるのではないか。ラ ・

フォンテーヌのときにも、すでに寓話の選定はあらかじめ決まっていて、限

られた選択肢の中から 「選んだ」のなら、 この 「暁翠の選択」 とい う記述を

深読みすることは避けるべきであるが、ラ ・フォソテーヌにつけられた序文

の第1段 落には寓話の選択その ものへの迷い(主 として挿絵画家に寓話の意

味を識 ってもらうことの困難さに由来する迷い)を 読み取 ることができるだ

けに、「最初の試み」25で あった ラ・フォンテーヌ出版時から僅かおよそ1年

後にすぎないのだが、状況の変化が感 じられる序文である。この変化にはフ

ランスの出版社 も関係 していたかもしれない。 ラ ・フォンテーヌには見 られ

なかったタイ トル・ページ上のフランスの出版社名 “LIBRAIRIE MARPON

&FLAMMARION” の記載 も考慮に入れ ると、「最初の試み」が好評だっ

たことで、フランスの出版社が乗 り出 してきた として も不思議ではない。

「日本の生活情景を リアルに表現 した挿絵」を入れ るよ うにとい う要望が

MARPON&FLAMMARIONか ら出されたのかもしれないし、後述する

ように 「著作者 佛國人 馬留武黨」自身がラ ・フォンテーヌ 『寓話選』の

「動物づ くし」を行 き詰まりと感 じて、「人間」 イメージの復権を計ったこと

もあるかもしれない。2冊 目の 『寓話選』を目新しいものにする必要もあっ

ただろ う。それには 「日本の生活情景」はフラソスの読者 ・挿絵鑑賞者を惹

き付けるには打 ってつけの小道具である。

 第3段 落 ：2人 の絵師が、彫師 と摺師も含めて、前作(ラ ・フォンテーヌ

『寓話選』)に 優 るとも劣 らない才能を見せているこの出版物も、同様に好評

に迎 えられて、フラソスではまだ ごく少数の恵まれた人 々にしかその真価が

知 られていない、日本の絵画芸術を広めるために、 この本の出版が少しでも
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役 に 立 つ こ とを 期 待 して い る、 と結 ぼ れ て い る。 ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ序 文 に も

あ った よ うに 、 フ ラ ンス で 日本 の絵 画 を 紹 介 す る こ とが 出 版 の 目的 の よ うだ 。

 な お 、 この序 文 の書 か れ た 場 所 、 日付 は記 され て い な い 。

 次 に 、 目次 で 、 こ の フ ロ リア ン 『寓 話 選 』 の た め に選 ぼ れ て い る寓 話 と、

挿 絵 を 付 け た 画 家 の名 を 見 て み よ う。

     TABLES DES FABLES CONTENUES DANS CE VOLUME

  (PREMI倉RE SﾉRIE)

L....

IL...

IIL..

IV....

…

L

V

V

VIL..

VIIL.

IX....

X.....

XL...

XIL..

XIIL.

XIV...

L'AVEUGLE ET LE PARALYTIQUE. Illustr馥 par Ka-no Tomo-

nobou.

LA COQUETTE ET L'ABEILLE. Illustr馥 par Kadji-ta Han-ko.

LE CHAT ET LE MIROIR. Illustr馥 par Kadji-ta Han-ko.

LE JEUNE HOMME ET LE VIEILLARD. Illustr馥 par Ka-no

Tomo-nobou.

LA TAUPE ET LES LAPINS. Illustr馥 par Kadji-ta Han-ko.

LE ROSSIGNOL ET LE PRINCE. Illustr馥 par Ka-no Tomo-

nobou.

LE SINGE QUI MONTRE LA LANTERNE MAGIQUE. Illustr馥

par Kadji-ta Han-ko.

LA CARPE ET LES CARPILLONS. Illustr馥 par Kadji-ta Han-ko.

LE GRILLON. Illustr馥 par Kadji-ta Han-ko.

LE PHﾉNIX. Illustr馥 par Ka-no Tomo-nobou.

LE SANGLIER ET LES ROSSIGNOLS. Illustr馥 par Kadji-ta Han-

ko.

LE DERVIS 16，LA CORNEILLE ET LE FAUCON. Illustr馥 par

Ka-no Tomo-nobou.

LE MILAN ET LE PIGEON. Illustr馥 par Ka-no Tomo-nobou.

LES DEUX CHATS. Illustr馥 par Kadji-ta Han-ko.

(DEUXI倉ME SﾉRIE)

L....  LES DEUX CHAUVES. Illustr馥 par Kadji-ta Han-ko.



IL...

IIL..

IV....

v.....

VL...

VIL..

VIIL.

皿

&

XL...

XIL..

XIIL.

XIV...
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L'ENFANT ET LE MIROIR. Illustr馥 par Kou-bo-ta To-soui.

LE LAPIN ET LA SARCELLE. Illustr馥 par Ka-no Tomo-nobou.

LES DEUX PAYSANS ET LE NUAGE. Illustr� par Kadji-ta

Han-ko.

LE HIBOU ET LE PIGEON. Illustr馥 par Ka-no Tomo-nobou.

LE CHARLATAN. Illustr馥 par Kadji-ta Han-ko.

L'AVARE ET SON FILS. Illustr馥 par Kou-bo-ta To-soui.

LE PAON， LES DEUX OISONS ET LE PLONGEON. Illustr馥 par

Ka-no Tomo-nobou.

LES DEUX VOYAGEURS. Illustr馥 par Kou-bo-ta To-soui.

LES ENFANTS ET LES PERDREAUX. Illustr馥 par Kou-bo-ta

To-soui.

LE PAYSAN ET LA RIVIhRE. Illustr馥 par Ka-no Tomo-nobou.

LE VIEUX ARBRE ET LE JARDINIER. Illustr馥 par Kou-bo-ta

To-soui.

LE PHILOSOPHE ET LE CHAT-HUANT. Illustr馥 par Ka-no

Tomo-nobou.

LA GUENON， LE SINGE ET LA NOIX. Illustr馥 par Kadji-ta

Han-ko.

 こ こ に挙 げ た の は(A)(B)版 の 目次 で あ る。 前 に述 べ た よ うに、 同 じ

寓 話 が 同 じ数 だ け 選 ぼ れ て い る の だ が 、(C)版 で は 順 番 が 大 幅 に 入 れ 替 っ

て い る26。

 さ て 、 日本 版 に選 ぼれ た 、 これ らの寓 話 に は どの よ うな傾 向 が あ るの だ ろ

うか。 表 紙 画 の 「人 間 づ く し」 を 手 が か りに、 目次 に人 間 が 登 場 す る割 合 を

見 てみ る。 勿 論 、 目次 の タ イ トル とテ ク ス トの 内 容 は常 に一 致 し て い るわ け

で は な い が 、 お お よそ の 傾 向 、 特 徴 を掴 む こ とは で き る と考 え られ る。 フ ロ

リア ン の 「寓 話 集 」 に は110か ら112の 寓 話 が 収 め られ て い る版 が 多 い が27、

これ ら 「寓 話 集 」 の 目次 に は 、 ジ ュ ピ タ ー、 ヘ ラ ク レ ス な ど神 々 も含 め る と

「人 間 」 は約40%の 割 合 で 登 場 して い る28。 この数 字 は ラ ・フ ォ ソ テ ー ヌ 「寓

話 集 」 とほ ぼ 同 じで あ るが 、 日本 版 ラ ・フ ォ ンテ ー ヌ 『寓 話選 』 に選 ぼ れ た



 62

28の 寓 話 の タ イ トル に は 「人 間 」 の 登 場 は皆 無 で あ った29。 で は 、 日本 版 フ

ロ リア ン で は ど うな の か 。 第1巻 は14分 の5、 つ ま り35 .7%、 第2巻 で は14

分 の10、71.4%と な り、 平 均 で53.6%と な る。 ラ ・フ ォ ン テ ー ヌの と き と は

一 転 して
、 「人 間 」 へ の こだ わ りが 、 日本 版 フ ロ リア ン 『寓 話 選 』 の 寓 話 の

選 択 に は見 られ る の で あ る。 この よ うな傾 向 は、 第1巻 序 文 の 第2段 落 後 半

に あ っ た 、 「日本 生 活 の 情 景 を あ りの ま ま に 挿 絵 に 表 現 す る」 と い う一 節 と

も表 裏 一 体 を な し て い る。 た しか に 、 テ ク ス トに動 物 し か登 場 し な い寓 話 で

も、 動 物 を 擬 人 化 し て 描 け ぽ一 事 実 、 第1巻VII.「 幻 灯 を 見 せ る サ ル」 と

(C)版 表 紙 画 で は 擬 人 化 され て い る 一 人 間 の イ メ ー ジ 以上 に 「人 間 くさ い」

イ メ ー ジ を つ くる こ とは 不 可 能 で は な い。 しか し 、 自然 の な か に 動 物 だ け が

登 場 す る よ うな寓 話 で は 「日本 の 生 活 情 景 」 を 描 くの は ち ょっ と難 しい。 絵

師 に そ の よ うな挿 絵 を 描 い て も ら うた め に は 、 や は り人 間 の登 場 す る寓 話 を

選 ぶ こ とが 必 要 だ っ た の だ ろ う。

 では、実際に描かれた挿絵では 「人間」 と 「日本の生活情景」のイメージ

はどのよ うに扱われているのかPこ の2つ の要素を挿絵の中に拾ってみ る。

 第1巻

 1.少 々日本風 というよ りオ リエンタル調かと思われる部分 もあるが、「目

の見えない人と歩けない人」を中心に街路が描かれ、9人 の通行人もバラエ

ティに富んでいて 「生活情景」のひとこま、と言 えるだろ う。

 II.ク ロエとマル トン、つま り 「浮気女」 とその侍女が 日本髪を結 って、

花柄や矢絣の和服を着ている。舞台は和室で、襖絵、鏡台、小引き出し、小

函 など丹念に描かれていて、「人間」「日本生活情景」ともたっぷ りと堪能で

きる。一方 の主人公であるはずの 「ミツバチ」(動 物イメージ)は 捜 さない

と見つからない くらい小さい。(図 版6)

 III.鏡 台に上って鏡につめを立てる 「ネコ」。人間はいないし、動物の擬

人化 もないが、「日本生活情景」 はある。鏡台に描かれた漆絵の風景は日本

的な水辺の景色や梅の花で、障子、床の間の掛け軸 と生け花、そこに置かれ

ている小函の木 目にいたるまで描かれている。
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 1V.「 若 者 と老 人 」 は袴 姿 で 日本 庭 園 に立 って い る。 灯 籠 や 松 の 枝 ぶ り、

秋 の花 々 、 遠 景 の城 な ど 「日本 情 景 」。

 V.「 人 間 」 な し。 「生 活 情 景 」 な し。

 VI.「 若 君 」 とお 庭 番 は 烏 帽 子 を か ぶ った 、 公 家 の よ う な 服 装 。 動 物 イ

メ ー ジ の 「ナ イ チ ン ゲ ー ル」 は 梅 に鶯(メ ジ ロ)と い う 日本 的 な モ テ ィー フ

の な か に 小 さ く描 き込 ま れ て い る。

 VII.「 人 間 」 の イ メ ー ジ は な い が 、 徹 底 し た 擬 人 化 が 見 ら れ る。 人 間 の

サ ル 真 似 を し て幻 灯 機 を あや つ るサ ル は紋 付 を着 て 、 見 物 す る動 物 た ち も全

員 着 物 を着 て い る。 日本 版 フ ロ リア ン1、2巻 を通 じ て、 挿 絵 の 動 物 が 服 を

着 て い る 唯 一 の例 で あ る。 前 述 した よ うに 、 この挿 絵 の テ ーマ が 増 幅 され て 、

(C)版 第1巻 の 表 紙 画 に 使 わ れ て い る。(図 版7)

 VIII.「 人 間 」 な し。 「生 活 情 景 」 な し。

 IX.タ イ トル は 「コ オ ロギ 」 で あ る が 、 テ ク ス トに 出 て く る、 蝶 を 追 い

か け る 子 供 た ち が挿 絵 に は大 き く登 場 。 子 供 た ち の 着 て い る着 物 の柄 が 、 細

か く三 人 三 様 に描 か れ て い て 「日本 生 活 情 景 」 に も な る。 動 物 イ メ ー ジの コ

オ ロギ は 草 叢 に小 さ く描 い て あ る。

 X.「 人 間 」 な し。 「生 活 情 景 」 な し。

 XI.タ イ トル は 「猪 と ナ イ チ ン ゲ ール 」 だ が 、 テ ク ス トに 出 て く る 「人

間 」2人 は 和 服 を着 た 金 持 と庭 師 と して 登 場 。 「生 活 情 景 」 は と くに な し。

 XII.僧 が 一 人 。 し い て 挙 げ れ ぽ、 遠 景 の 藁 葺 き の 民 家 が 「日本 生 活 情

景 」 か。

 XIII.「 人 間 」 な し。 「生 活 情 景 」 な し。

 XIV.「2匹 の ネ コ」 の テ ク ス トは 終 始 、 兄 弟 ネ コ の対 話 で 、 人 間 は直 接

は登 場 しな い 。 挿 絵 で は、 ネ コの イ メ ー ジ 自体 は擬 人 化 され て も い な い し、

服 も着 て い な い。 が 、 ネ コの 主 人 と そ の 日常 生 活 情 景 が ク ロ ー ズ ア ップ され 、

微 細 に描 写 され て い る。 和 室 に 座 っ た主 人 は お膳 を 前 に食 事 中 。 箸 で 何 や ら

つ ま ん で 、 今 に も ゴ マ ス リの 上 手 な太 った 兄 貴 ネ コ に え さを や る と こ ろ。 一

方 、 窓 か ら見 え る瓦 屋 根 の上 で は痩 せ た 弟 ネ コが ネ ズ ミを追 い か け て い る。

室 内 に は 火 鉢 が置 か れ 、 女 性 が お給 仕 を し て い て 、 床 の 間 、 掛 け物 、=襖絵 ま
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で 小 道 具 も揃 っ て い て 、挿 絵 が 「日本 生 活 情 景 」 を 背 景 に 、 「人 物 」 イ メ ー

ジ に焦 点 を移 動 した 典 型 的 な例 で あ る30。(図 版8、9)

 この よ うに 、第1巻 で は 目次 に 人 間 の 登 場 す る割 合 は 平 均 よ り少 な か った

が 、III. LE CHAT ET LE MIROIR， IX. LE GRILLON， XI. LE SAN-

GLIER ET LES ROSSIGNOLSそ して 特 にXIV. LES DEUX CHATSの

よ うに 、 タ イ トル は 動 物 で も、 挿 絵 に は 「人 間」 が 「日本 的 な生 活 情 景 」 の

な か に描 き込 ま れ て い る ケ ー スが か な りあ る。 日本 版 ラ ・フ ォ ン テ ー ヌ に多

く見 られ た 、 自然 の 中 に動 物 の イ メ ー ジの み の挿 絵 は4枚(V.，VIII.， X.，

XIII。)だ けで あ る。

 第2巻

 1.象 牙 の櫛 を 取 り合 っ て 、 つ か み 合 い の け ん か を し て い る和 服 姿 の 「2

人 の禿 頭 」。 テ ク ス トで は 、 櫛 は 《dans un coin》(片 隅 に 、 目立 た な い と こ ろ

に)と あ る だ け で 、 場 所 の特 定 は な い の だ が 、 シ ー ン は和 室 に 設 定 して 、 文

机 の上 に は手 箱 や 和 綴 じの手 帳 が置 か れ て い る。

 II.「 子 供 」 や 母 親 の着 物 の 柄 、鏡 台 、 床 の 間 、 布 袋 様 の掛 け 軸 、 生 け 花

等 、 第1巻 の 「ネ コ と鏡 」 に 似 た モ チ ー フで あ る。 タ イ トル が 「子 供 」 で も

「ネ コ」 で も、 「鏡 」 を き っか け に して 「日本 の 生 活 情 景 」 を 描 き 出 して い る

こ とが わ か る。

 III.「 ウサ ギ とマ ガ モ」 は 擬 人 化 さ れ て は い な い 。 日本 的 な 景 色 の な か 、

5人 の 狩 人 た ち が1日 目の 殺 戮 を終>xて 、 殺 した ウ サ ギ を 棒 に ぶ ら さげ て 引

き上 げ て い く。 遠 くに城 と松 、 前 景 に 紅 葉 、 夕 日が 沈 も うと し て い る。5人

の狩 人 の ひ と りは、 この庭 園 の持 ち 主 の 領 主 で 、(A)(B)版 第2巻 の 表 紙

画 に 扇 子 を か ざ し て い る 人 物 で あ る。(図 版10)な お 、 この 寓 話 の テ ー マ は

初 版 の 、 タ イ トル ・ペ ー ジ と 向 い合 わ せ の 口絵(frontispice)で フ ロ リア ン

の 肖像 の 下 に 小 さ く入 れ られ て い るが 、 描 か れ て い る の は 主 人 公 の動 物 た ち

だ け で 人 間 は い な い 。(図 版11)

 IV.「 ふ た りの農 夫 」 は手 ぬ ぐ い を か む っ た り、 肩 に か け た り、 わ ら じ を

は い て いた り、 「日本 の 生 活 情 景 」 の ひ と こ ま に な って い る。

 V.「 人 間 」 な し。 「生 活 情 景 」 な し。
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 VI.「 香 具 師 」 は(A)(B)版 第1巻 の表 紙 で 、 書 名 を 指 し て い る 人 物

に ち ょっ と似 て い る。 シ ー ン は橋 の 上(テ ク ス トで は《sur le Pont-Neuf》)

で 、(A)(B)版 で は左 頁 の ヴ ィ ニ ェ ッ トに太 鼓 橋 を描 い て 場 面 設 定 を して

あ る。 わ ざ わ ざ ゴザ を 敷 い て そ の上 に机 を 置 き、 「不 思 議 の 妙 薬 」 を 売 っ て

い る香 具 師 の 出 で 立 ち は 、袴 に 白足 袋 。20人 以 上 い る老 若 男 女 の 野 次 馬 の描

写 も細 か い 。 パ リの ポ ソ=ヌ フ(橋)の 光 景 を 「日本 情 景 」 に す る と、 こ ん

な風 に な る よ うだ 。(図 版12)

 VII.「 吝 嗇 家 と息 子 」 そ して 息 子 の友 だ ち2人 。 「人 物 」 イ メ ー ジ に は 事

欠 か な い し、 室 内 の 様 子 、 登 場 人 物 の 服 装 も 「日本 の生 活 情 景 」 で あ る。

 VIII.「 人 間」 な し。 「生 活 情 景 」 な し。

 IX.「 ふ た りの 旅 人 」 も追 剥 ぎ た ち も、 「日本 生 活 の情 景 」 の ひ とつ か も

しれ な い 。

 X.「 子 供 た ち」 と父 親 の農 夫 、 左 上 に 日本 の農 家 。 「人 物 」 と 「日本 生 活

情 景 」 の2点 が 忠 実 に 描 か れ て い る。(C)版 第2巻 表 紙 画 とは 異 な り、 ヤ

マ ウ ズ ラ は擬 人 化 され て い な い。

 XLテ ク ス トで は《1a Seine》 と い う設 定 の 河 の ほ と りに腰 を お ろ し て、 キ

セ ル を ふ か して い る 「百 姓 」 も、 散 歩 を し な が ら対 話 を し て い る 「友 人 と

私 」 も、 遠 くの 家 並 み も、 そ こに 「生 活 」 の に お い は な いが 「日本 の 風 景 」

で は あ る。

 XII.斧 を 手 に し て い る 「庭 師」、 さ りげ な く置 い て あ る木 の 桶 、 日本 の

農 家 の 風 景 。 「人 物 」 「生 活 情 景 」 を 充 た して い る。

 XIII.友 信 の 描 く 「哲 学 者 」 は靴 を は い て 、 服 装 も 日本 的 とい うよ り も、

オ リエ ン タ ル な雰 囲 気 で あ る。 「日本 の情 景 かa」 と 問 わ れ る と、 肯 定 す る

に は、 な に か違 和 感 を 感 じ る挿 絵 に な って い る。 「ジ ャ ポ ニ ス ム は オ リエ ソ

タ リズ ム の延 長 線 上 の 現 象 」31で あ れ ぽ 当 然 の こ とか も しれ な い が 、 こ の 種

の プ レの あ ま り見 られ な い 書 物 な の で 、 余 計 気 に な る の で あ ろ う。 桃 水 は

(A)(B)版 第2巻 の表 紙 画 で 、 こ の 「哲 学 者 」 を 中 央 に置 き、 書 名 を 墨 で

書 か せ て い る。 第1巻 の 表 紙 画 に 半 古 の描 い た 「香 具 師 に似 た 人 物 」 の よ う

に 、 も し も桃 水 が 、 友 信 画 の 「哲 学 者 」 に 寓 話 の作 者 の 役 を与 えて いた とす
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る な ら ば 、 日本 人 絵 師 か ら見 て 「異 国 情 緒 」 を 感 じ させ る人 物 像 な の で 、 か

え っ て原 作 者 フ ロ リア ン の イ メ ー ジ に重 ね や す か っ た の か も しれ な い 。(図

版13)

 XIV.「 人 間 」 な し。 「生 活 情 景 」 な し。

 第2巻 で は 、 タ イ トル に 「人 間 」 の 登 場 しな い寓 話 は 、14の うち4つ あ っ

た が 、 挿 絵 で は3枚(V.，VIII.， XIV.)の み で あ る。

 これ ま で 見 て き た よ うに 、 フ ロ リア ン 『寓 話 選 』 に は1、2巻 を 通 し て

「人 間 づ く し」 の 傾 向 が 色 濃 く見 られ る。 テ ク ス トに 人 間 が ほ と ん ど登 場 し

な い 寓 話 で あ って も、 挿 絵 に は人 間 の イ メ ー ジ が 大 き く描 か れ て い る場 合 さ

>
xあ る。 そ して そ の背 景 に は、 序 文 に あ っ た よ うに 「日本 の 生 活 情 景 」 が 意

図 的 に描 き込 ま れ て い た。 ラ ・フ ォ ン テ ー ヌの 、 主 と して 自然 を 背 景 に した

「動 物 づ くし」 とは全 面 的 に テ ー マが 変 わ っ て しま っ て い る の だ 。

 明治 時 代 に 出 版 され た 欧文 草 双 紙(い わ ゆ る、 広 義 の 「縮 緬 本 」)は 、 「日

本 昔 噺 」 シ リーズ に代 表 され る よ うに 、 日本(あ る い は東 洋)の テ ク ス トを

英 語 、 ドイ ツ語 、 フ ラ ソス 語 、 ス ペ イ ン語 な ど に翻 訳 し、 そ こに 日本 の絵 師

が挿 絵 を付 け て い る もの が 多 い。 しか し、 ラ ・フ ォソ テ ー ヌ と フ ロ リア ンの

『寓 話 選 』 の 場 合 、 フ ラ ン ス文 学 の 古 典 的 な テ ク ス トを そ の ま ま持 っ て き て、

そ こ に 日本 人 の 絵 師 が 挿 絵 を 描 い て い る。r異 色 の 一 例 」32と さ れ る所 以 で

あ ろ う。 しか し、 た と えテ ク ス トが 「日本 もの 」 あ る い は 「オ リエ ソ タ ル も

の」 の 西 欧 言 語 訳 で な く と も、 日本 の 絵 師 が挿 絵 を付 け た こ の よ うな 書 物 が

上 梓 され た こ と 自体 、19世 紀 後 半 の 「ジ ャポ ニス ム」 現 象 の ひ とつ の 表 れ で

あ る こ と は否 定 で き な い で あ ろ う。 ラ ・フ ォ ンテ ー ヌに お い て も フ ロ リア ソ

に お い て も、 第1巻 「序 文 」 の最 終 段 落 に は 、 日本 の絵 画 芸 術 を紹 介 し、 広

め る こ とが 出版 の 目的 で あ る、 との 主 旨が 謳 わ れ て い た が 、 書 物 全 体 を 「文

学 ×美 術 」 作 品 と し て、 ブ ック ・ア ー トの分 野 に お け る ジ ャ ポ ニ ス ムの 一 例

と捉 え る こ とが で き る か も しれ な い 。

 そ し て、 イ メ ー ジの 領 域 に ジ ャポ ニ ス ム の種 類 と い っ た も の が あ り うる と

した ら、 この2つ の 『寓 話 選 』 は結 果 と し て か な り異 な った 種 類 の ジ ャ ポ ニ
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ス ム に な っ て い る。 ヨー ロ ッパ 絵 画 で伝 統 的 に ヒエ ラ ル キ ーの 高 い イ メ ー ジ

で あ っ た 「人 間 」 の イ メ ー ジ33が 極 端 に希 薄 に な っ て い る ラ ・フ ォン テ ー ヌ

『寓 話 選 』 は 、 日本 人 絵 師 の 裁 量 に か な りの 程 度 ま か せ て お い た らそ うな っ

て し ま った(の で は な い か 、 と推 測 で き る)「 無 意 識 の ジ ャ ポ ニ ス ム」、 あ る

い は、 ヒエ ラ ル キ ーの 低 い動 物 や 自然 は言 語 を 持 た な い か ら 「沈 黙 の ジ ャ ポ

ニ ス ム」 の 書 物 とで も呼 び た くな る風 情 を 持 っ て い る。 これ に 対 して フ ロ リ

ア ソ の方 は 、 タ イ トル ・ペ ー ジ か ら東 京 の編 集 ・発 行 ・印刷 者 名 が 消 え て 、

パ リの 出 版 社 名 が 刷 られ て い る こ と に も表 れ て い るが 、 わ ざわ ざ 「人 間 」 イ

メ ー ジ を 登 場 させ て 「日本 の 生 活 情 景 」 とい う小 道 具 を 描 き込 ん だ 「意 識 さ

れ 、 演 出 さ れ た ジ ャポ ニ ス ム」 「能 弁 な ジ ャポ ニ ス ム」 で あ る。 そ し て さ ら

に 、 も しジ ャ ポ ニ ス ム に濃 度 が あ る と した ら、 明 らか に ラ ・フ ォ ン テ ー ヌの

方 が 濃 密 で あ る。la crise de l'homme34、 「人 間 イ メ ー ジ の消 失 」 が 、 そ こ

で は何 気 な く、 音 もな く進 行 して し ま うの で あ る か ら。 一 方 フ ロ リア ソ の方

は 、 人 間 が登 場 し て一 生 懸 命 説 明 を し て い る程 度 の濃 度 で あ る。 言 語 化 しな

い と気 が済 ま な い、 とい う文 化 を 感 じ させ る書 物 に な って い る。 この よ うな

濃 度 の差 も感 じ させ る2つ の 『寓 話 選 』 で あ る。

 と こ ろ で 、 明 治27年 、28年 頃 に 、 フ ラ ソ ス 語 テ ク ス トの 書 物 が 日本 で 出 版

され る場 合 、 編 纂 者 は 大 き な裁 定 権 を 持 つ こ と に な った だ ろ う。 フ ラ ン ス の

出 版 社 の意 向 はそ れ な りに あ っ た に ち が い な い が 、 日本 は とに か く遠 く、 意

志 の 疎 通 も ま ま な らぬ 相 手 で あ る。 「馬 留 武 黨 」 の 場 合 、 奥 付 に 「著 作 者 」

(Traduction de la formalit驍ﾅ はAuteur de la Publication)と 記 され て い

るの は、 も しか す る と一 種 の 誤 解 の産 物 で 、 良 くわ か らな い ま ま に そ の ま ま

印刷 され て し ま った の か も しれ な い が 、 バ ル ブ トー の果 した 役 割 は た ん な る

編 纂 者 と い う よ り、 プ ロデ ュ ーサ ー の よ うな も の だ った の で は な い か。 『寓

話 選 』 を制 作 中 の 彼 の住 所 は 「京 橋 區 築 地 居 留 地 五 十 一 番 館 」 とな っ て い る。

現 在 の 中 央 区 明 石 町 の あ た りに あ った 居 留 地 か ら は、 ラ ・フ ォ ソテ ー ヌの 印

刷 を した 東 京 築 地 活 版 製 造 所 の所 在 地 、 京 橋 區 築 地 二 丁 目十 七(現 在 の 中央

区築 地1丁 目、 祝 橋 の近 く)は 、簡 単 に歩 い て 行 け る距 離 に あ る。 フ ロ リア
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ンの 印 刷 を行 な った 秀 英 舎 も京 橋 區 西 紺 屋 町 廿 六 七 番 地(現 在 の 中 央 区 銀 座

4丁 目、 数 寄 屋 橋 近 辺)に あ っ て 、 築 地 居 留 地 か ら遠 くな い 。 こ の プ ロ

デ ュ ーサ ー が 、頻 繁 に至 近 距 離 か ら、 これ らの 書 物 の工 程 を 、 彫 りや 刷 りか

ら装 丁 ・製 本 に 至 る ま で 監 督 し、 そ れ ぞ れ に 紙 質 や サ イ ズ を 変 化 させ て、 多

様 な 作 品 に仕 上 げ て い た こ と は想 像 が つ く。 しか し、 日本 語 が あ る程 度 で き

た と して も35、 ラ ・フ ォン テ ー ヌ序 文 に あ った よ うに 、 意 志 の 疎 通 に は や は

り困 難 が 伴 っ て い た の で あ る か ら、 バ ル ブ トーが 、 は じめ か ら意 図 し て これ

らの 出 版 物 の2つ の 相 反 す る傾 向 を 決 め て い た 、 と は ち ょっ と考 えに くい。

む しろ 、 「最 初 の 試 み 」 で あ っ た ラ ・フ ォソ テ ー ヌ 『寓 話 選 』 が 、 結 果 と して

徹 底 した 「動 物 づ く し」 に な っ た こ とで 、 「東 の 方 角 」 「ジ ャポ ニ ス ム の 方

角 」 に 向 か っ て 、 行 き着 くと こ ろ ま で辿 り着 い て し ま っ て 、 フ ロ リア ン の と

き に は そ こ か ら先 は引 き返 す 以 外 に道 が な か った の で は な い か 、 と も思 う。

引 き返 す こ と(「 人 間 」 イ メ ー ジ の 復 活)へ の 一 抹 の躊 躇 か ら生 まれ た の が 、

フ ロ リア ン(C)版 の 表 紙 画 に 見 られ る動 物 の擬i人化 、 「動 物 」 イ メ ー ジ と

「人 間 」 イ メ ー ジ の折 衷 案 、 妥 協 だ った の か も し れ な い 。

 しか し も うひ とつ 考 え られ る。 「動 物 」 イ メ ー ジ と 「人 間 」 イ メ ー ジ を 対

立 項 とみ なせ ば 、 た し か に ふ た つ の 『寓 話 選 』 は 対 極 に あ る 出版 物 で あ る が 、

こ れ らの 書 物 を ひ とつ の ペ ア と考>z..ると、 そ こに は、 あ る調 和 を見 い 出 す こ

とが で き る。 「最 初 の試 み 」(ラ ・フ ォソ テ ー ヌ 『寓 話 選 』)に 欠 け て い た も の

を 「第 二 の 試 み 」(フ ロ リア ン 『寓 話 選 』)が 補 っ て完 成 した 、 とい うこ と で

あ る。 欠 け て い た も のiそ れ は 「人 間 」 の イ メ ー ジ で あ り、 「人 」 が 描 か れ

る と きに は、 そ の 人 々 の 生 活 の 情 景 も描 かれ る こ と に な る。 と ころ で 、 これ

ら の書 物 の テ ク ス トと挿 絵 の 出 会 い を 演 出 した 人 物 、 ピエ ール ・バ ル ブ トー

は 日本 美 術 の蒐 集 を し て い た36。1886年 の初 来 日の 目的 は判 然 と し な い が 、

少 な く と も、 日本 に 来 て か らは 、 蒐 集 家 に な っ た ら しい。 彼 の コ レ ク シ ョ ン

は後 に 、 パ リ とア ム ス テ ル ダ ムで5、6回 売 立 て が 行 な わ れ て い る。1893年

に も コ レ ク シ ョ ソの 小 さ な カ タ ログ37が 出 版 され て い るが 、1904年 に 出 版 さ

れ た 、2巻 か らな る分 厚 い 大 型 カ タ ロ グ38だ け で も、 計1380点 の 記 載 が あ る

大 コ レ ク シ ョ ンだ った よ うだ 。 つ ま り、 日本 版 ラ ・フ ォ ンテ ー ヌ 『寓 話 選 』
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と フ ロ リア ン 『寓 話 選 』 は、 蒐 集 家 の プ ロデ ュー ス した 書 物 な の だ 。 そ の 中

に 「イ メ ー ジ の コ レ ク シ ョ ソ」 が あ っ た と し て も不 思 議 は な い だ ろ う。 ラ ・

フ ォン テ ー ヌ と フ ロ リア ン の寓 話 を テ ー マ に した 、 日本 の絵 師 た ち に よ る イ

メ ー ジ の コ レ ク シ ョン。 表 紙 画 の 「動 物 づ く し」 と 「人 物 づ くし」 は そ の コ

レ ク シ ョン の カ タ ロ グ。 「佛 國 人 馬 留 武 黨 」 の 演 出 に よ っ て 、 日本 で 生 ま

れ た これ らの 美 しい 『寓 話 選 』 は、 そ ん な 書 物 で は な か っ た の だ ろ うか 。

 ピ エ ー ル ・バ ル ブ トー に関 す る情 報 に つ い て は 、 多 くは 見 つ か らな い が 、

稿 を改 め た い 。 今 回 は 、 前 号 に載 せ た バ ル ブ トー の 「死 亡 証 書 」 に、 生年 月

日等 訂 正 す べ き 箇 所 が 判 明 した の で 、Gironde県Saint-Seurin-sur-1'lsleの

町 長 、M。 Marcel BERTHOMEの ご好 意 で 提 供 さ れ た 「出 生 証 書 」39(図

版14)の み を 載 せ て お く。

註

1. CHOIX DE FABLES/DE/LA FONTAINE/ILL USTREES PAR

 UN GROUPE/DES/MEILLEURS ARTISTES/DE TOKIO./sous la
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3.  (1755-1794)
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 にBiblioth鑷ue pour cinq francs...と い うシ リ ー ズ の 一 冊 にCinquante

 Fables choisies de La Fontaine， Florian et autres， Paris， A. Rion，(s. d.)

 が 出 版 され て い る。 初 版 以 前 に い くつ か の 寓 話 が フ ロ リア ン の も の と し て 印

 刷 さ れ て い た よ うだ 。
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 Sarigues<LIVRE II， FABLE 1)， Les Singes et le L駮pard(LIVRE III，

 FABLE 1)， Le Savant et le Fermier(LIVRE IV， FABLE 1)，Le Berger et

 le Rossignol(LIVRE V， FABLE 1)こ れ ら5つ の 寓 話 は 、 こ こ で と りあ げ

 る 日本 版 フ ロ リア ソ 『寓 話 選 』 に は 入 っ て い な い。

  そ の 他 初 版 に はfrontispiceの フ ロ リ ア ン の 肖 像 画 の 下 にLe Lapin et la
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 Sarcelle(LIVRE IV， FABLE 13)の 挿 絵 が 小 さ く横 長 に 入 っ て い る(図 版

 11)。
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  266件 のnoticesの 数 を 初 版 か らの 年 数209で 割 る と 、年 に 約1.27と な る。

9. Nous tacherons[_]，d'appr6cier a sa valeur ce talent qui ne fut ni tr乙s

  61ev6， ni tres 6nergique， ni tr6s 6tentu， mais qui fut modeste， naturel，

  sinc6re， et qui se montra gai， vif， fertile， agr6able， et fin， lorsqu'il osa etre
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                 ノ

  Beuve， Les Grands Ec7z●vains Franρais， XVIIIe s諺61θ ， Auteurs dramati(1ues

  et PoeNtes， Beaumarchais， Floη 物η，/1η 〃 疹Che'nier， Paris， Garnier freres，

  1930，p.67)

10. Fables compleNtes， illustr6es par Bertal1， Etoile-sur・Rh6ne， N.Gauvin，

  1991.Fables de Florian， illustrるes par Roland Sabatier， Sceaux， Sceaux

  communication 6v6nement，1994. Les Fables de Florian，6d.6tablie， an-

  not6e et comment6e par Jean-No61 Pascal， Perpignan， Presses univer・

  sitaires de Perpignan，1995.

11.サ イ ズ に 関 し て は 、 す べ て お お よ そ の 数 値 。 と く に 、 こ の 時 代 の 和 装 本

  は1冊 毎 に サ イ ズ が 多 少 違 っ て い る こ と が あ る 。

12. RES P-YE-1187，16-YE-4836

Notice compl鑼e

Type：texte imprim驕C monographie

Auteur(s)：Florian， Jean-Pierre Claris de

Titre(s)：Fables choisies de J. P. Claris de Florian. Illustr馥s par des

artistes japonais sous la direction de P. Barboutau[Texte imprim饐

Publication：Tokio；Paris， E. Flammarion；(Tokio， impr. de Shuei-

sha) (s. d.).
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   1845-64]一XcP一.1918.

   Note(s)：Ex. sur papier japonais h�黌h�.一La couv. du ler vol. est

   lac�馥

   Notice no：FRBNF32112919

13. 本 誌32号pp.106-107.

14.た だ し、 同 じ く長 谷 川 武 次 郎 の 発 行 ・印 刷 で もKarl Florenz翻 訳 ・監 修
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 の 版 、 お よ び フ ロ リア ン(D)の サ イ ズ と ほ ぼ 一 致 す る。

15.(A)版 に は 、 第1巻 は 青 灰 色 に 獅 子 と唐 草 模 様 の 縁 取 り、 第2巻`Y'は 小

 豆 色 の 地 に リ ス に 似 た 動 物 と ブ ド ウ模 様 の縁 取 りが 付 け られ て い る。

16. dervis=derviche(Tr駸or de la Langue fran軋ise， Paris，馘. du CNRS，

 1978，tome 6， p.1226)

17. 序 文 第2段 落p.58.

18.扇 子 を 手 に笠 を か ぶ っ た 一 番 目立 つ 右 上 の 人 物 か ら始 め て 、 右 まわ り に

 特 定 し て み る。 ま ず 、 こ の 目立 つ 人 はIII. LE LAPIN ET LA SARCELLE

 の 厂領 主 」 で 、 この 人 物 の 前 に 座 っ て い る 、2人 の 子 供 と も う一 人 の 子 供 及

 び そ の 後 の 男 はVII. L'AVARE ET SON FILSの 「吝 嗇 家 と そ の 息 子 、 そ

 し て 息 子 の2人 の 友 だ ち 」、II. L'ENFANT ET LE MIROIRの 「母 親 と子

 供 」、 つ づ く3人 の 男 はXI. LE PAYSAN ET LA RIVIﾈREの 「友 人 と私

 と百 姓 」、 斧 を 左 に置 い て い る の がXII. LE VIEUX ARBRE ET LE JAR・

 DINIERの 「庭 師 」、 IV. LES DEUX PAYSANS ET LE NUAGEの 「2人

 の百 姓 」、IX. LES DEUX VOYAGEURSの 「追 剥 ぎ 、 リ ュ バ ン、 トマ 」、

 そ の 後 に 棒 を 持 っ て立 っ て い る の はVI. LE CHARLATANの 「香 具 師 」、

 1.LES DEUX CHAUVESの 厂2人 の 禿 頭 」、 そ し てX. LES ENFANTS

 ET LES PERDREAUXの 「子 供 た ち と農 場 主 」、 以 上23人 で あ る。

19.例 外 が ひ とつ あ る ：LA CIGALE ET LA FOURMIの 挿 絵 で は 「ア リ」

 が 日本 風 の 家 の 中 で 「どて ら(丹 前)」 の よ うな も の を着 て い る。

20.

21.

22.

23.

p.58.

(B)奉 書 版 の 見 返 し

(A)鳥 の 子 紙 版 、 及 び(C)版 の 見 返 し

序 文 中 で はPublic， Artistes，瀝a Japonaise， en Japonaisな ど大 文 字 が 多

用 され て い る。

  第2巻 の序 文 は、 この巻 のみ に挿 絵 を描 い てい る久 保 田桃水 の紹 介 が主

な 目的 で あ る。
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   Pour l'illustration de cette deuxi鑪e s駻ie de FABLES CHOISIES DE

 FLORIAN， nous avons eu la bonne fortune de pouvoir adjoindre瀟os

 pr馗馘ents collaborateurs un artiste des plus distingu駸. A c�馘es pages

 sign馥s Ka-no Tomo-nobou， Kadji-ta Han-ko， les amateurs remarqueront

 les cinq compositions non moins d駘icates de Mr Kou-bo-ta To-soui

 LES DEUX VOYAGEURS， L'ENFANT ET LE MIROIR， L'AVARE ET

 SON FILS， LES ENFANTS ET LES PERDREAUX， LE VIEUX ARBRE

 ET LE JARDINIER.

   Kou-bo-ta To-soui appartient�1'馗ole de O-kio(馗ole de Shi-djo)en ce

 sens que son馘ucation artistique fut dirig馥 par les descendants directs de

 ce ma羡re illustre. Toutefois les talents de cette valeur ne sauraient

 demeurer prisonniers d'une formule， ou d'une馗ole. La personnalit馘e

 l'artiste s'est affirm馥 dans ces oeuvres qui ont depuis longtemps signal�

 Kou-bo-ta To-soui�1'attention de ses compatriotes. Il sera， nous l'esp驤�

 rons， appr馗i馘e m麥e en France.

24. こ の 一 節 は 、de sorte que以 下 の 従 属 節 の 動 詞repr6sententを 接 続 法 と

 考 え る か 直 説 法 と考 え る か に よ っ て 、que以 下 が 厂目的 」 を 表 し て い る の か 、

 「結 果 」 な の か 解 釈 が 別 れ る。 も し も直 説 法 と取 れ ぽ 、 以 下 の よ う に な る だ

 ろ う ：「そ の 才 能 が 同 国 人 か ら 高 い 評 価 を 得 て い る こ れ らの 絵 師 は、 仕 事 に

 と りか か る前 に 、 この た め に わ ざ わ ざ 日本 語 に 訳 され た これ らの 寓 話 の 精 神

 を 深 く理 解 して くれ た 。(そ の 結 果)寓 話 作 家 が フ ラ ン ス 人 で は な く 日本 人

 で あ った の と 同 じ よ うに 巧 み に 、 あ りの ま ま に 日本 の 生 活 情 景 が 挿 絵 に 表 現

 され た 。」

 後 述 す る よ うに 、 い くつ か の 挿 絵 に は 、 日本 の 日常 生 活 の 場 面 が 細 か い 点 に

 い た る ま で 、 リア ル に描 か れ て い る の は 事 実 で あ る。

25. 本 誌32号p.108.

26. (A)(B)の 版 を 基 準 に し て(C)版 の 目次 を カ ッ コ 内 に挙 げ て お く。

(PREMIERE SﾉRIE)1(1)， II(II)， III(III)， IV(XIV)， V(VIII)， VI(IX)，

 VII(VII)， VIII(IV)， IX(V)， X(VI)， XI(XI)， XII(XII)， XIII(X)， XIV

 (XIII).

(DEUXIﾈME SﾉRIE)1(XIII)，II(VIII)，III(IV)， IV(1)， V(IX)， VI(III)，

 VII(XIV)， VIII(II)， IX(X)， X(VII)， XI(VI)， XII(XII)， XIII(XI)， XIV

 cv>.

 この よ うな 寓 話 の順 不 同 は 、 奥 付 の 印 刷 ・発 行 日付 は 同 じで あ る に も か か ら

 わ ず 、(A)(B)版 が(C)よ りも 先 に 出 さ れ た 可 能 性 を 示 唆 し て い る。 な

 ぜ な ら、(A)(B)は 紙 面 が 広 い の で 、 左 頁 に テ ク ス ト、 右 頁 に 挿 絵 と入 れ
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 る こ と が で き る が 、 紙 面 ス ペ ー ス の 小 さ い(C)版 で は 、 短 い 寓 話 は1頁 で

 す む が 、 フ ラ ソ ス 語 の テ ク ス ト部 分 が 長 い と2頁 に わ た っ て し ま う の で 、

 「テ ク ス ト2頁 、 挿 絵2頁 、 テ ク ス ト2頁 、 挿 絵4頁 、 テ ク ス ト4頁 、 挿 絵

 4頁 、 テ ク ス ト2頁_」 と い う風 に 、 テ ク ス トの 長 さ に 応 じ て 配 分 を 考 え る

 必 要 に せ ま られ るの で あ る。(A)(B)版 が 先 な ら(C)を 制 作 す る と き に

 上 記 の よ うな 紙 面 割 り 当 て の 制 約 に ぶ つ か り、 調 整 が 必 要 に な る が 、 も し

 (C)の コ ン セ プ トが 先 に あ っ た の な ら、 紙 面 に 特 に 制 約 な い(A)(B)版

 の 目次 は(C)と 同 じ に な っ て い た に ち が い な い か ら で あ る。

 な お(A)(B)(C)と も フ ラ ン ス で 通 常 出 版 され て い る版 の 寓 話 の 順 と比

 べ て 著 し く順 不 同 で あ る 。

27. Ses fables ne sont pas tr鑚 nombreuses， bien que， d'apr鑚 les lettres de

 Boissy d'Anglas潼me de Vimeux， certaines aient circul馘鑚 1788：elles

 sont au nombre de cent douze， divis馥s en cinq livres. Douze fables ont

 paru apr鑚 sa mort， dont dix publi馥s en 1802 par Jauffret， et deux(1'Aigle

 et la Fourmi， les deux Sceurs)dans le tome IV des oeuvres in馘ites

 recueillies par Pix靡馗ourt(1824). Elles ont騁駻駱arties arbitrairement

 dans les cinq livres.(Pierre Chambry， Florian， Fables choisies， Paris，

 Larousse，1935， p.7)

28.大 文 字 で 書 く と神 の 名 に な り う る も の(ex. la Mort一 死 神)は 「人 間 」

 イ メ ー ジ に含 め た が 、 擬 人 化 の み の も の(ex. la Fable et la V駻it�)は 含 ん

 で い な い 。

29.本 誌32号pp.111-113.

30.J.一J. Grandvilleの 描 い たLes deux Chatsの 挿 絵 は 実 に風 刺 が 効 い て い

 る 。 グ ラ ン ヴ ィル の2匹 の ネ コ は 擬 人 化 さ れ て 、 服 を着 て い る。 痩 せ た 弟 ネ

 コ は、 ネ ズ ミを 串 刺 し に した 棒 を 携 え、MORT AUX RATS(ネ ズ ミ ど も

 に 死 を)と 標 語 の 書 い て あ る 箱 を 背 中 に ぶ ら さげ て 忙 し く働 い て い る雰 囲 気 。

 一 方 、 で っぷ り と 太 った 兄 ネ コ の ほ う は 肘 掛 椅 子 に す わ っ て 、LE REN-

 TIER JOURNAL(金 利 生 活 者 ジ ャ ー ナ ル)紙 を 読 ん で い る の だ(Paris，

 J.・J.Dubochet，1842， II.一9)。 こ の よ うに 、 グ ラ ン ヴ ィル は そ の 挿 絵 で 「動

 物 」 イ メ ー ジ の 徹 底 的 な 擬 人 化 を して い る が 、 半 古 の 画 の よ う に、 ネ コの 主

 人(厂 人 物 」 イ メ ー ジ)を 前 面 に 押 し 出 し た り は し て い な い 。 さ ら にVictor

 Adam(Paris， Delloy驕C Desm馥t Cie，1838， II.一9)の 挿 絵 に な る と、 擬i人 化

 す ら さ れ ず 、 「動 物 」 そ の も の 、 た だ の ヤ セ ネ コ と太 った ネ コ で あ る(図 版

 9)a

31.稲 賀 繁 美 『絵 画 の 東 方 一 オ リ エ ン タ リズ ム か ら ジ ャポ ニ ス ムへ 』 名 古 屋

 大 学 出版 会 、1999、p.4.
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32.本 誌32号p.119註9.

33.馬 淵 明 子 『ジ ャ ポ ニ ス ム ー 幻 想 の 日 本 』 ブ リ ュ ッ ケ 、1997、PP.24-25・

34.A.一M. Bassy， Les Fables de La Fontaine， Quatre si鐵les d'illustration，

 Paris， Promodis，1986， p.132-136.

35. Yorodzou O-da， Introduction， in Pierre Barboutau， Les peintres

 populaires duノ穡on， Paris， chez rauteur，1914， tome le「.

36. 「死 亡 証 書 」 で はantiquaire(古 美 術 商)と な っ て い る 。(本 誌32号 、 p.

 124、 図 版12)

37. Catalogue descriptif d'une collectioia d'objets d'art， rapport駸 de son

 voyage auノ 嫁)on， par Pierre Barboutau， Paris， chez 1'auteur，1893.

38. Pierre Barboutau， Biographies des artistes japonais dont les oeuvres

 figurent dans la Collection Pierre Barboutau， Paris， chez S. Bing，22， rue de

 Provence，19， rue Chauchat/chez l'auteur，70， rue Saint-Louis-en-1'lle，

 MCMIV.

39. 「出 生 証 書 」(acte de naissance)(図 版14)

「死 亡 証 書 」(本 誌32号 、pp.123-124註25)

              厂死 亡 証 書 」

(1) 生 年 月 日  1862年4月27日

(2)母 親 の 姓 名 Marie Peyroudes

(3) 父 親 の 姓 名

 た だ し、 父 親 の 姓 の 綴 り に 関 し て は 、

riage)(1870年6月18日)

トー は 一 貫 してBarboutauを 使 っ て い る 。

との相 違 点 を以下 に あげ る。

→

一.

→

Dominique Barboutau -y

          両親 の 「婚姻 証 書」

でBarboutauと さ れ て い て、

厂出 生 証 書 」

1862年5月27日

Marie Peyrondet

Dominique Barbouteau

       (acte de ma一

     ピ エ ー ル ・バ ル ブ

   「出 生 証 書 」 の 判 読 に つ い て は 、Mich鑞e Laforge， Paul et Henriette

 Ingrand諸 氏 の ご協 力 を い た だ い た 。 紙 面 を 借 りて 感 謝 し た い 。 な お 、 こ の

 時 代 の 証 書 類 に 、 綴 り等 種hの 間 違 い や 矛 盾 点 が あ る の は め ず ら し くな い 、

  と の こ とで あ る。

                     Du vingt sept mai mil huit cent

Du 27 Mai 1862     soixante deux濾uit heures du matin，

                     Acte de naissance de pierre

 No 16          Barbouteau， n馗e matin fils△de

                     Dominique Barbouteau， charpentier，

 Barbouteau      稟馘e vingt-trois ans et de Marie

   pierre            Peyrondet， sans profession，稟馥 de vingt-

                     deux ans， non mari駸， et demeurant au
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△Naturel

 Albouy

  Lali钁re

  Barbouteau

W.Jackson

Pierre Barbouteau

l馮itim駱ar mariage

de Dominique Barbouteau

et de Marie Peyrondet

mari駸澂a Mairie

de Reuilly paris

le 18 juin mil huit

cent soixante dix.

   Le Maire

         Formely(?)
St Seurin-sur-1'lsle le deux

  aoAt 1870

Bourg de la pr駸ente commune de St-

Seurin sur l'lsle.

Le sexe de l'enfant a騁駻econnu

黎re Masculin. T駑oins， Jean-pierre

Albouy， instituteur，稟馘e quarante

huit ans et Louis Lali钁re boulanger

稟馘e trente neuf ans， demeurant，

1'un et l'autre， au sus dit Bourg de St.

Seurin.

Sur la r駲uisition(?)et pr駸entation瀟ous

faite par le dit Dominique Barbouteau， lequel

s'est d馗lar駱鑽e de l'enfant et a sign饌vec

nous et les t駑oins， le tout apr鑚 lecture faite，

Constat驕C suivant la loi par moi William

Jackson， Maire， faisant les fonctions

d'officier public de l'騁at civil.

  Albouy   Lali钁re    Barbouteau

                            W.Jackson
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